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歯みがきの
補助器具について
歯みがきの
補助器具について

●歯間ブラシ
歯と歯の間にすき間ができてい
る場合には専用の歯間ブラシを
使います。いろいろな種類があり
ますので、すき間の大きさに合わ
せて、自分の歯の状態に合ったも
のを選びましょう。歯科医院で使
い方の指導を受けることが必要で
す。

　食物やだ液が誤って気管に入ってしまう誤嚥（ごえん）のために起こ
る肺炎のことです。
　誤嚥性肺炎を引き起こしてる細菌を調べたところ、かなりの割合で
歯周病をおこす菌や入れ歯についている細菌が見つかっています。
　このことから、歯周病などを放置せずに、また、入れ歯を含め、口の中
を清潔に保つことの重要性が注目されています。

●定期的に歯・口の健診を受けましょう
●かかりつけ歯科医を見つけましょう
●抜けているところは必ず入れ歯やブリッジで補いか
めるようにしましょう
●寝たきりの方々は訪問歯科診療を利用しましょう

●義歯はいつも清潔にしておきましょう。
　口の中に義歯を入れたままにしておくと不潔になり、残っている
歯もむし歯になってしまいます。また、カンジダ菌というカビが繁
殖し、粘膜が炎症を起したり、口臭の原因にもなります。

くわしくは歯科医師にご相談ください
ご　えん

寝るときは水につけておきましょう。

入れ歯洗浄剤を使いましょう。
食後には、義歯をはずして専用歯ブラシ
できれいにしましょう。

カルシウムをしっかりとろう！！ 
干しひじき 小　松　菜 牛　　乳 チ ー ズヨーグルト

と　う　ふご　　ま干しえび小　　魚しらす干し

食後に必ずきちんと歯をみがきましょう

カルシウムなど歯を強く
する栄養をとる

かむ回数を多くする硬いものをしっかりかむ

誤嚥性肺炎について誤嚥性肺炎について
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義歯（入れ歯）の手入れと管理歯の健康を守る3か条歯の健康を守る3か条 義歯（入れ歯）の手入れと管理

歯の健康を守る食生活歯の健康を守る食生活

②親指と人差し指で
つまむ

③歯と歯の間に
差し込む

●デンタルフロス
歯と歯のすき間がなくてぴったりとくっついている場合には、デンタルフロス（ナイロン
の繊維をより合わせた糸状のもの）を使います。歯と歯が接している面をこすって汚れや
プラークをとり除きます。

デンタルフロスの使い方

残っている歯もみがきましょう。

④フロスをかき上げる
ようにしてプラークや
汚れをとる

①両手の中指にまき
つける 栃 　 木 　 県

栃木県歯科医師会

ってなんだろう？ってなんだろう？
歳になっても、健康な自分の歯を
本残そうという運動です。

成人・
高齢者
の方々

の
ために

※「とちぎ歯の健康センター」では障害者歯科診療を行っています。
2003.5/10,000
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